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第 2 章では，第 1 章で述べた考え方に基づいて空間依存中性子減速方程式を解いている。導入され
た実効パラメーターが，その物理的性質から，常に全空間にわたって，簡単な有理関数で近似されう
ることを示し，その結果，空間全体にわたって精度のよい中性子束分布が，少数個の能率を用いて決
定できることを実証している。
第 3 章では，時間依存中性子減速方程式を扱っている。在来の能率法では，核断面積の複雑なエネ
ルギ一変化が中性子束に直接に影響するため，各エネルギ一段階で都合のよい時間依存解の関数形を
想定しておかなければならなかったのに対し，この方法では，常に簡単な有理関数で実効パラメータ
ーを表現しうるため，在来のほとんどの分布関数を特殊な場合として含む一般的な形で解が得られる
ことを示している。さらに，この方法を適用したすべての応用例において，少数個の時間能率を用い
るだけで実用上十分な精度の解が得られることも実証している。
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第 4 章では，空間能率あるいは時間能率を短い計算時間で精度よく計算するための合成散乱核近似
法が述べられている。これはこれまでの章の補足である。
第 5 章は総論で，各章の結果のまとめである。
論文の審査結果の要旨
動力用原子炉の設計計算のためには 炉心のみならず反射材遮蔽材 プランケット等の中の中
性子束分布を正確に把握する必要がある。そのためには 諸種の核断面積の複雑なエネルギー依存性
をできるだけ効率よく取り入れて，短い計算時間で精度のよい解を求める方法の開発が望まれる。本
論文は，このような目的に適した有効パラメーターの方法に基づいて，そのパラメーターを能率法に
より求めることの有用性を示したものであり，高速計算機を用いた数値例では，極めて少数個の能率
を用いるだけで実用上十分満足しうる精度の解が得られることを示している。また，得られた時間依
存解から，用いられた核断面積の信頼性を逆に検討できることも示している。
以上の結果，本論文は原子炉の核設計並びに炉物理理論に寄与するところが大きく，博士論文とし
て{面{直あるものと認;める。
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